
シリーズ講座 の
ご案内

10月 ～ 3月
令和5年
（2023年）

６ ヶ月シリーズ講座 ｜初めての茶の湯

単にお茶を飲むだけの行為が芸術にまで高められた茶道。習ってみたいけど…難しい作法はあるしと尻込みをしてしまいがちですね。
「少しは触れておきたい」「日本人として、正しいお作法を身につけたい」など、茶道を習いはじめるきっかけは人によって様々ですが、始めてみると思っていた以上
に楽しくなるのも茶道の極意です。淺沼先生がその人に合わせて優しく教えてくださいます。ぜひ始めてみませんか？
(茶巾を各自ご購入の上、袱紗など一式をお持ちください。また､先生のご都合により日時が変更になる場合がございます)

参加費 会員 ビジター12,600円 15,600円

講師 淺沼 宗博
茶道裏千家名誉師範
皇學館大学現代日本社会学部特別招聘教授

定員 20名

（各日）  13：00 ～ 15：00

１０月２１日（土） １月２７日（土）１１月１８日（土） ２月１７日（土）１２月２３日（土） ３月２３日（土）

（６回分、茶菓代・材料費含む）

※コロナウイルス感染防止対策のため、茶巾は各自購入していただき、袱紗なども含め持ち物の貸し借りをせず、マイ茶巾をお使いいただくことになります。

６ ヶ月シリーズ講座 ｜茶の湯つれづれ噺 ～お茶とお菓子とともに～

五十鈴茶屋製の季節のお菓子と共に一盌のお茶を楽しみながら、茶の湯の成立や台子発案の諸説、更に南方録等茶の湯の古典を読み解き、茶の湯の本質につ
いて、考えてみましょう。興味のある方はぜひご受講ください。新しい発見があるかもしれません。（進み具合など諸事情により講義内容を変更することがあります）

参加費 会員 ビジター9,900円 12,900 円

講師 淺沼 宗博
茶道裏千家名誉師範
皇學館大学現代日本社会学部特別招聘教授

定員 20名

（各日） 18：30 ～ 20：00

１０月１９日（木） 「茶の湯の成立」

茶の湯と禅との関係、行基や最澄・空海・栄西の遣唐仏教徒たちによる日本への茶の伝来、
道元による禅院茶礼の制定等茶の湯の成立に大きな影響を与えています。
このあたりに焦点を合わせて「茶の湯の成り立ち」について考えてみたいと思います。

１１月１６日（木） 「点前の最初」

点前が初めて行われたのは、何時頃でしょうか。茶の湯古事談によると後伏見上皇への
献茶のとき、赤松貞村が三種極真荘の台子点前を行ったとあります。

また、古伝書によると台子を使った風炉と炉の濃茶と薄茶の両様の点前等々が示されて
おり、点前らしきものが初めて行われたのは何時頃なのか考えてみましょう。

１２月２１日（木） 「台子発案の諸説」

棚物の始まりは台子からといわれております。村田珠光が「君台観左右帳記」を参考にし
て台子飾りを考案したという説、また、「茶の湯は台子を持って根本となす」とあります。

その台子飾りには上中下それぞれ8段ずつ合計24段の飾りがあります。台子発案の諸説
をいくつか紹介します。

１月１８日（木） 「台子の種類と飾り方」

台子には、真台子、及台子、行台子、高麗台子、爪紅台子を五つ台子と称し、ほかにも老
松台子、銀杏台子、夕顔台子などがあります。台子飾りには皆具を置く七つ飾りを真として、
それぞれに応じて略していくようになっています。
それぞれの飾り方や利休流の台子の点前について紹介します。

２月１５日（木） 「古典を読む①」
利休、新時代の茶法を披露

利休は、秀吉の前で旧来の格を中心とした「古流」の点茶法とは違った自ら創案した新た
な台子の点茶法を披露しました。そのことが、茶話指月集に記されています。どのような
点茶法だったのか、読み解き解説します。

３月２１日（木）

茶事に於いて初座が陰の姿で後座が陽の姿であるのが基本であり、これを決めるのは
火相で決める。と南方録「茶会の陰と陽」にかかれています。
古典を読み、茶事の本質についてみなさんと共に考えてみましょう。

（ ６回分、茶菓代・材料費含む）

６ ヶ月シリーズ講座 ｜伊勢根付つくりに挑戦！

伊勢みやげとして一世を風靡した「伊勢根付」。これは朝熊黄楊という伊勢にしかない材料に恵まれていたからです。
手で撫でているうちに色はあめ色に変化し艶を増し、すべすべ感がなんともいえない癒しをもたらします。刃物の使い方を覚えるためのペンダントトップ作成から始
めて、先生の丁寧な指導のもと根付け作成へと進んでいきます。（彫刻刀セットをお持ちください、お持ちでない方はご相談ください）

参加費 会員 ビジター10,800円 13,800 円

講師 中川 忠峰 国際根付彫刻会伊勢支部長

定員 15 名限定

（各日）  18:30 ～ 20:30

１０月１３日（金） １月１２日（金）１１月１０日（金） ２月９日（金）１２月８日（金） ３月８日（金）

（６回分、材料費含む）

公益財団法人 伊勢文化会議所 五十鈴塾事務局
〒516-0026 三重県伊勢市宇治浦田1丁目5番3号 [TEL] 0596-20-8251 [FAX] 0596-20-8253

【お申込み】
★申込受付時間は9：00～17：00です。お一人様、何講座でも受講いただけます。

 

【お申込み方法】
①五十鈴塾事務局の窓口
②電話・FAX

③五十鈴塾ホームページ（インターネット）

【参加費】
★当日、受付にてお支払いください。
★現金または振込み（手数料は入金者負担）でお支払いください。 

※講座申込者が10名に満たない場合は中止させていただきます。
※講師の都合、その他により講座内容等を変更になる場合があります。
※お申込みの講座をキャンセルされる場合は、当塾のキャンセルポリシーに

 基づきキャンセル料が発生いたします。お申込みの際にご確認ください。

「古典を読む②」
南方録「茶会の陰と陽」南坊宗啓

令和6年
（2024年）
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